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学
校
法
人
中
央
大
学
顧
問（
前
理
事
長
）

の
内
海
英
男
氏
が
去
る
８
月
21
日
、
胸
膜

症
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
83
歳
だ
っ
た
。

　

内
海
氏
は
１
９
２
２
年
（
大
正
11
）、

大
連
市
生
ま
れ
。
中
央
大
学
法
学
部
卒
。

67
年―

93
年
衆
院
議
員
９
期
。
こ
の
間
、

建
設
大
臣
、
国
土
庁
長
官
を
歴
任
し
た
。

勲
一
等
旭
日
大
綬
章
を
受
章
。
91
年
（
平

成
３
）学
校
法
人
中
央
大
学
評
議
員
会
議
長
、

93
年
か
ら
99
年
ま
で
本
学
前
理
事
長
を
２

期
勤
め
本
学
の
管
理
運
営
に
尽
力
し
た
。

99
年
10
月
か
ら
本
学
顧
問
。

　

内
海
家
の
本
葬
は
、
学
校
法
人
中
央
大

学
、
自
由
民
主
党
、
地
元
の
宮
城
県
東
松

島
市
の
協
力
の
も
と
９
月
15
日
、
東
京
南

青
山
の
青
山
葬
儀
所
で
し
め
や
か
に
営
ま

れ
、
４
０
０
人
を
越
え
る
会
葬
者
が
そ
の

死
を
悼
ん
だ
。

阿
部
三
郎
・
中
央
大
学
理
事
長

（
葬
儀
委
員
長
）
の
弔
辞
（
要
旨
）

　

学
校
法
人
中
央
大
学
顧
問
・
前
理
事
長
、

内
海
英
男
先
生
の
ご
霊
前
に
謹
ん
で
お
別

れ
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
内
海
先
生
は
、
先
の
太

平
洋
戦
争
当
時
の
昭
和
19
年
９
月
に
中
央

大
学
法
学
部
を
繰
上
げ
卒
業
さ
れ
、
そ
の

後
は
、
母
校
中
央
大
学
に
お
き
ま
し
て
、

平
成
２
年
に
本
学
の
最
高
決
議
機
関
で
あ

り
ま
す
、
評
議
員
会
の
選
任
評
議
員
に
、

平
成
３
年
に
は
評
議
員
会
議
長
に
ご
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
５
年
か
ら

学
校
法
人
中
央
大
学
の
理
事
長
に
ご
就
任

い
た
だ
き
、
平
成
11
年
か
ら
は
本
学
の
顧

問
と
し
て
大
学
の
管
理
・
運
営
に
携
わ
ら

れ
、
優
れ
た
識
見
と
調
整
能
力
を
発
揮
さ

れ
本
学
発
展
の
た
め
、ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
海
先
生
は
国
政
壇
上
に
お
い

て
も
め
ざ
ま
し
い
ご
活
躍
を
さ
れ
、
平
成

四
年
に
は
、
そ
の
ご
功
績
に
よ
り
勲
一
等

旭
日
大
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
日
、
内
海
先
生
の
国
政
に
お
か
れ
て

の
多
大
な
る
ご
功
績
に
つ
き
、
天
皇
陛
下

よ
り
祭
粢
料
を
、
ま
た
あ
わ
せ
て
正
三
位

の
位
記
が
贈
ら
れ
、
い
ず
れ
も
ご
祭
壇
に

お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
海
先
生
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
マ
ス
コ

ミ
各
社
の
宮
城
県
版
及
び
地
元
新
聞
社
で

は
先
生
を
し
の
ば
れ
る
記
事
が
一
勢
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
石
巻
市
、
東
松

島
市
、
そ
し
て
牡
鹿
半
島
の
道
路
事
情
と

各
地
域
自
治
体
の
発
展
ぶ
り
を
見
ま
す
と

き
、
私
も
同
郷
女
川
町
出
身
の
者
と
し
て

改
め
て
先
生
の
ご
尽
力
が
あ
っ
た
な
れ
ば

こ
そ
と
い
う
思
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
の
強
い
郷
土
愛
の
精
神
、
和
を
大

切
に
し
、
深
い
情
愛
を
も
っ
て
人
と
接
し

ら
れ
る
こ
の
原
点
に
あ
る
も
の
こ
そ
が
、

中
央
大
学
の
モ
ッ
ト
ー
の
一
つ
で
あ
る

「
家
族
的
情
味
」
に
在
る
こ
と
は
云
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。先
生
は
理
事
長
と
し
て
、

こ
の
中
央
大
学
精
神
を
も
っ
て
全
国
各
地

よ
り
集
っ
て
く
る
学
生
一
人
ひ
と
り
の
背

景
に
思
い
を
馳
せ
ら
れ
な
が
ら
、
大
学
経

営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
近
年
の
私
立
大
学
を
取
り
巻

く
環
境
も
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
学
は
２
０

１
０
年
に
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、「
世
界
の
中
で
も
存
在
感
の
あ

る
大
学
」
を
実
現
す
べ
く
、「
創
立
一
二

五
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
を
繰
り
広
げ

て
お
り
ま
す
。
今
ま
さ
に
近
い
将
来
に
向

け
て
の
地
位
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

中
央
大
学
に
と
っ
て
、
先
生
よ
り
ご
識
見

豊
か
な
ご
指
導
を
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
、
そ
れ
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、
誠
に
残
念
か
つ
痛
恨
の
極
み
で
あ

り
ま
す
。

　

私
ど
も
中
央
大
学
に
身
を
お
く
者
は
、

こ
の
悲
し
み
に
め
げ
ず
、
内
海
先
生
が
中

央
大
学
を
愛
し
、
母
校
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
情
熱
と
ご
教
訓
を
体
し
、ご
遺
志
に
報
い
、

中
央
大
学
の
永
遠
の
発
展
の
た
め
、
努
力

を
重
ね
て
参
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま

す
。

　

こ
こ
に
、
中
央
大
学
を
代
表
し
て
、
内

海
先
生
の
ご
生
前
の
ご
指
導
と
ご
尽
力
に

対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

お
別
れ
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
海
英
男 

顧
問
・
前
理
事
長
の

本
葬
し
め
や
か
に

故　内海英男 氏


